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2033年の購買（Future of Procurement） 
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“The Future of Employment: How Susceptible are Jobs to 
Computerisation?(雇用の未来－コンピュータ化によって仕事は失われるか）”
が描き出す世界では多くの購買職が消滅するとしています。 

業務 消滅する確率 

購買マネジャー(Purchasing Manager) 3% 

流通業バイヤー (Wholesale and Retail Buyers, Except Farm Products) 29% 

一般バイヤー (Purchasing Agents, Except Wholesale, Retail, and Farm Products) 77% 

農産物バイヤー (Buyers and Purchasing Agents, Farm Products) 87% 

購買事務職 (Procurement Clerks) 98% 

以下の確率で18年後の購買職の消滅が予見されています 

論文
表紙 

このような事態が、現実になる見通しがあります。 
 

このスペシャルトークでは、どのように購買職種が消滅し、どのような職種が
残るかを見ることにより、今後必要な成功条件を長期展望から見ていきます。 



これまでの電子見積購買(e-Sourcing) 
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要件確認・ 
仕様決定 

見積の授受と 
蓄積 見積分析 交渉 選定 

電子見積導入前 電子見積導入後 
電子化とLCC化で、見積の授受とデータ蓄積は効率化、低コスト化された 

現在の日本の購買業務状況 

見積、お願しますね 

紙で手入力で資料化 
しなければ。項目も 
各社ばらばらだし... 

あぁ、過去の類似品 
の紙の見積がどこに 
いったかわからない 

見積、お願いしますね 

はい、電子 
見積を入力 
しました 

見積項目も揃ってるし 
助かるな 
自動的に、システム 
内に保管されるし 

しかも一部の業務は 
海外の人が分担して 
くれるんだ!! 

これまで、電子見積業務のシステム化は、「見積の授受と蓄積」の部分が主体でした。もちろん、電子見積に先立って、 
発注～支払(Order-to-Pay)の部分は、業務効率化が第一に進められてきていました。 
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これまでの電子見積購買(e-Sourcing) 
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見積比較表 

要件確認・ 
仕様決定 

見積の授受と 
蓄積 見積分析 交渉 選定 

A社 B社 
XX費 

納期 

もう3日徹夜だけど、俺、体力あるから大丈夫 

見積分析 

現在の日本の購買業務状況 

交渉 選定 
それ以降の業務(見積分析～交渉～選定)は、以下のように行われています 

電子見積や過去
類似見積をコピ
ペして、分析･
査定資料を作ら
ねば 

査定・交渉ポイン
トが分かったら、
交渉だ 

BATNA、ZOPA 
Reservation Price 
とか小難しい理論 
はわかっていないけど 

選定会議で、ワイガヤして、
その結果で聖域なき最大効
果達成を実現するのが購買
ミッションだ 

では、システム化の対象となっていなかった見積分析・交渉・選定の部分はどのように行われてきたでしょう。見積分析(見積
比較表作成)から始まり、選定まで随分と工数と時間をかけて行われてきたのではないでしょうか。場合によると、期限まで間
がある限り、何度でも交渉するといった具合に、作業の完了条件も定めないまま、延々と。 
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数年後の電子見積購買(e-Sourcing) 
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要件確認・ 
仕様決定 

見積の授受と 
蓄積 見積分析 交渉 選定 

見積比較結果の 
自動作成 

質問票 
品質 
納期 

電子見積 
･価格要素 
･非価格要素 
  品質, 納入,  
  技術等 

非価格要件の 
社内関係者評価 

･･･ 

･実績評価 
･将来リスク評価 
･自社重要性評価 

サプライヤー評価 

分析シナリオの 
設定 

現在の欧米先進企業の購買業務状況 

これで目標を達成
する最適解か？ 

日本では人海戦術・無限目標型で業務が継続しているのに対して、 
欧米では見積分析～選定過程の高速化(高スループット化)が進んでいます。 
前提条件の設定 

今回のソーシング 
イベントの社内評価 
質問票への事前入力 
よろしくお願いします 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン 

条
件
の
異
な
る
シ
ナ
リ
オ
作
成 
高速の判断シミュレーション 

これに対して、価格目標(作業完了条件)を明確に定義・共有したうえで、情報システムを使って、条件シナリオに基いて優
越を自動比較・決定することで、成果の上がらない作業工数を最小化し、捌く業務量を最大化することにより、トータルで最
大価値をあげようとする方向が、2010年代での標準になってきています。 
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数年後の電子見積購買(e-Sourcing) 
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要件確認・ 
仕様決定 

見積の授受と 
蓄積 見積分析 交渉 選定 

ロット(LOT)  アイテム(Item) 原低基準価格 A社 B社 
D:ドイツ分 01.物品A 500€/個 430 460 

02.物品B 400€/個 380 390 
03.物品C 300€/個 310 270 
04.物品D 200€/個 220 180 

F:フランス分 01.物品A 530€/個 450 500 
02.物品B 450€/個 380 410 
03.物品C 340€/個 330 300 
04.物品D 220€/個 220 190 

S:スペイン分 01.物品A 570€/個 460 530 
02.物品B 480€/個 400 430 
03.物品C 340€/個 340 320 
04.物品D 280€/個 270 200 

例えば、以下のような案件に対して、A社とB社から入札がありました。 



数年後の電子見積購買(e-Sourcing) 
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削減額合計 A社発注額 B社発注額 
430 0 4180 

削減額合計 A社発注額 B社発注額 
650 2500 1460 

要件確認・ 
仕様決定 

見積の授受と 
蓄積 見積分析 交渉 選定 

最安値入札先を選定するシナリオ 
(LowCostOutcome) 

トータルで一番安くなるサプライヤーを選定す
るシナリオ(SingleSource) 

納入国(ロットごと)にトータルで安いサプライ
ヤーを選定(SingleSource by Lot) 

シナリオ分析による最適解の高速追及 

これで目標を達成
する最適解か？ 

非価格要件やサプライヤー評価を一定比率で
考慮 

既存のA社に無条件で50%の発注額を渡す 

以下のように、シナリオとして判定条件をシステム内に組み込んでおきます。たとえば、「トータルで一番安くなるサプライヤーを
選定するシナリオ」は、A社とB社に発注先が分かれても価格が最も安くなるところを算出するシナリオです。「最安値入札先
を選定するシナリオ」は、A社かB社かのどちらかに全発注を寄せた場合にどちらが安くなるかのシナリオです。 
サプライヤーには、シナリオ判定に必要な情報を入力できる画面を提示して、入力してもらいます。 



数年後の電子見積購買(e-Sourcing) 
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要件確認・ 
仕様決定 

見積の授受と 
蓄積 見積分析 交渉 選定 

シナリオにも基づく計算結果 

シナリオ分析による最適解の高速追及 

画面事例 

設定しているシナリオに基いて、見積金額および評価結果が瞬時に計算されます。 
次ページのような非数値要素(定性評価要素)も、数値化ルールをシナリオ内に設定して、優越を明確にすることができます。 
いわば、何通りもの見積比較が瞬時に作成されるイメージです。 



数年後の電子見積購買(e-Sourcing) 
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要件確認・ 
仕様決定 

見積の授受と 
蓄積 見積分析 交渉 選定 

非価格要素の評価（画面事例） 
画面事例 

シナリオ分析による最適解の高速追及 



数年後の電子見積購買(e-Sourcing) 
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要件確認・ 
仕様決定 

見積の授受と 
蓄積 見積分析 交渉 選定 

追加シナリオでの検討：新しいシナリオは5分で追加作成でき、1分で自動計算できる 

シナリオ分析による最適解の高速追及 

評価ソース情報の比重配分 対象ロットの指定 

シナリオの条件変更は、見積り結果を検討しているミーティングのその場で行うことができます。例えば、「評価ソース情報の比
重配分」では、価格とその他要素の集計比率を変更できますし、「対象ロットの指定」では、例えばデンマーク納入分のみ条
件を変えてみるなどの条件調整が行えます。 



数年後の電子見積購買(e-Sourcing) 
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要件確認・ 
仕様決定 

見積の授受と 
蓄積 見積分析 交渉 選定 

追加シナリオでの検討：新しいシナリオは5分で追加作成でき、1分で自動計算できる 

シナリオ分析による最適解の高速追及 

シナリオ条件の対象とするサプライヤーの指定 

シナリオ条件の対象とする入札範囲の指定 

さらには、特定サプライヤーにのみシナリオ条件を付してみたりといった、条件付与範囲の変更もその場で行えます。 
見積比較表を担当者が作成し、上司の承認を得て、関係者が集まって検討し、また見積比較表を作りなおしてといった何
日もかかった作業を、1時間程度のミーティング内で各種シミュレーションしつつ完了してしまう、これが趨勢です。 



数年後の電子見積購買(e-Sourcing) 

© Copyright Tetsufumi Terashima 2015 

要件確認・ 
仕様決定 

見積の授受と 
蓄積 見積分析 交渉 選定 

新Roundの実施 （Bid条件を修正し、依頼先サプライヤーを見直して、再見積依頼） 

もちろん、うまくいかずに再度見積もり提出をサプライヤーにお願いすることもありますが、それも集まってきた時点で短時間の
ミーティングを行い、そのミーティング内で結論を出してしまうようになってきています。 



数年後の電子見積購買(e-Sourcing) 
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要件確認・ 
仕様決定 

見積の授受と 
蓄積 見積分析 交渉 選定 

判断シミュレーションを繰り返してのソーシング判断 
価格見積 

非価格 評価要素 

（非価格）パフォーマンス実績 

・品質 
・納期/納入条件 
・技術 
・財務/経営状態 

評価ルール 
（シナリオ）設定 

目標に合致した 
か判断 

・アイテムグループ 
・購入アイテム 
・単価 
・Min/Max数量 
・Bundlingなどの条件 

・品質 
・納期 
・サービス 

それでもダメならばRound2 

どういう評価 
ルールを設定 
しようか 
・価格のみ 
   -アイテムごと 
    に最低価格 
   -合計が最低 
    価格 .... Or 
・非価格要素 
  組み合わせ 
・範囲指定 

システムが 
自動計算 

違うルール（シナリオ）で試してみよう 

目標 

短時間のミーティング内で様々にシミュレーションした結果、参加者が合意するベストシナリオを探り出し、決定してしまう... 
このような方式が、今まで人間作業に多く依存していた「見積分析」と「選定」プロセスを大変革しつつあります。 



数年後の電子見積購買(e-Sourcing) 
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要件確認・ 
仕様決定 

見積の授受と 
蓄積 見積分析 交渉 選定 

決定的に“イケテいない”日本のリバースオークション 
 Dutch AuctionやJapanese Auctionを誰も知らない 
（Auctionはタイムフレームベースになった） 

Dutch Forward Auction 

Japanese Reverse Auction 

# 品目 数量 開始価
格 

最終価格
Reserved 
Price 

価格変化
幅 

価格変化
間隔 

分納入札
可否 

1 Printer 100 $50 $150 $10 3 mins No 

2 Office equip#1 150 $20 $60 $5 3 mins Yes 

# 品目 開始価
格 

ステップ 価格変
化幅 

価格変化
間隔 

(どのような価
格推移か) 

1 Office 
equip#2 

$30 1 $5 2 mins 25, 20 

3 $3 2 mins 17, 14, 11, 8 

7 $1 1 min 7.... 

短時間で決着をつ
ける時間枠を区
切ったオークショ
ンが主流 
 
1時間もかけずに 
行うのが 
もはや一般的 

一方で、価格交渉の一形態としてオークションがあります。日本ではEnglish Auctionとして一定時間(半日など)にダラダラ
と入札を行う非効率方式が主流です。しかし、時間を区切ってより迅速に行う効率的な方式へと変化してきています。 
Dutch Forward Auctionは、変化間隔ごとに変化幅分、開始価格から価格を上げていき、落札者があったところで終了
です。Japanese Reverse Auctionは、変化間隔ごとに変化幅分開始価格から下げていき、落札可能者に落札意思を
示し続けさせます。その結果、最後まで手を上げ続けていた(落札意図を示した)者が落札者になります。 



数年後の電子見積購買(e-Sourcing) 
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要件確認・ 
仕様決定 

見積の授受と 
蓄積 見積分析 交渉 選定 

決定的に“イケテいない”日本のリバースオークション 
 Auctionの正しい手順を誰も知らない 
そのために、オークションの位置づけ、実施順序も日本とは異なる 
(オークションは、最後に決着をつける「交渉」の代替手段) 

サプライヤー情報収集 

RFI 

RFP 

RFQ(必要時) 

オークション 

最終調整 
最新eSourcingツールのAuction生成機能に 
このボタンがある意味!! 

候
補
の
絞
り
込
み 

ちなみにこれが円滑にできるのは、オークションがサプライヤーから見積提出後の最終落札者を決定するための手段に位置づ
けられているからです。開始価格、最終価格などは提出された見積もりに準拠して、落札可能想定範囲で設定しまます。 
多くの日本企業のオークションは、事前情報収集がない「見積競争」ですので、ダラダラと時間が掛かるし、成果が上がらない
場合も少なくないのです。 



数年後の電子見積購買(e-Sourcing) 
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(“Five Characteristics of World-class Procurement Organizations in 2014”, The Hackett Group, May 2014)  

達成すべき削減額= 年間給与総額(税込) x 1.8 x 以下のROI係数 
(600 x 1.8 x 4 = 4320, 600 X 1.8 X  9720）  

ハケットグループのレポートでは、2010年代に入って、購買業績優秀企業(World-Class)のROI(業務生産性)が急上昇
したことが示されましたが、このような電子見積の手作業部分をシステム化し、タイムベース(スループット重視)の考え方を取り
入れたところが大きく寄与していると考えます。 



2033年の購買（Future of Procurement） 
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要件確認・ 
仕様決定 

見積の授受と 
蓄積 見積分析 交渉 選定 

オークションは、どのような条件(Auction 
Format)を設定できるかのゲームになる 
 
(そもそも、「オークション理論」自体が、 
  ゲーム理論研究の一分野だ) 

見積分析と選定は、達成目標に対して、 
様々な条件を設定して、最適解に到達する 
かのゲームになる 

一方で「見積分析」と「選定」のところで述べた方法は、事前設定された最適解に向けてのシミュレーションでしかありません。 
また、どのようなオークションを行うかのオークション理論は、ゲーム理論研究の一分野です。 
ならば、コンピュータ同士がやりあった方がより迅速に行えるのではないでしょうか。 



2033年の購買（Future of Procurement） 
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要件確認・ 
仕様決定 

見積の授受と 
蓄積 見積分析 交渉 選定 

ならば、こいつがやってくる 

...ではなくて 



2033年の購買（Future of Procurement） 
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要件確認・ 
仕様決定 

見積の授受と 
蓄積 見積分析 交渉 選定 

ならば、こいつがやってくる 

タイラー・コーエンが「大格差(Average is over)」の中で、 
なぜチェスにこだわるのかもこの辺に理由があると思います。 
(ゲームにできるものは、すべてコンピュータ化されます） 

チェスや碁の対戦と同じロジックの業務のように思えます。つまり、電子見積において、見積の授受と蓄積～選定までは“機
械”に任せてしまう方向になるのではないでしょうか。要件と仕様および購買目標を定義するのは人間の必要がありますが。 



2033年の購買（Future of Procurement） 
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コマバイヤー たこつぼバイヤー 

今後、必要とされるのは、”The Future of Employment: How Susceptible 
are Jobs to Computerisation?”の購買マネジャー(Purchasing Manager） 
に該当する人、特に以下の資質は重要になると思われる 
 
 購買ゲームの環境設定ができる人 
   周囲と調整し、どこまでやるかの目標設定ができる人 
 
 現在からみれば、恐ろしく高速に業務を処理していく人 
    設定した目標を確実に達成していく人      

2013年初の読み解くで「たこつぼ」批判をしたのは、このような背景からです 
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